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観光客のニーズにこたえ 

お年寄クにやさしい町づぐク 

59億2,339万円 
一 	平成11年度一般会引、特別会引の各当初予算が第167回金木町議会定例会（ 3月議会）で議決

されました。 

一般会計の当初予算額は、歳入歳出それぞれ59億2,339万円（対前年比9. 3％増）で、前年度よ

り約 5 億600万円の増額となりました。 

主な要因としては、歳入では国の経済対策や社会資本整備への積極的な対応で地方交付税が増

額。また、歳出の方では三味線会館とイベント広場整備事業本工事着手、高齢者生活福祉センタ 

ー事業などの事業費の増によるものです。 

その他 115,353 (i.99) 

使用料及び手数料 
113,846 (1.9/a) 

繰入金 209,163 (3.59) 

自主財源

依存財源 

19.0% 
81.0% 

265,803 一 
(4.s/) 
251,173-
(4.4%) 

地方譲与税 72,000 
(1.2%) 

そ の 他 150,445 
(2.6%) 

広報かなぎ（2) 



今年度の主な歳出 
【単位】千円】、（ ）は前年度当初予算 

★民生費 	1,013,833 (957,252) 

麟 5t-活福議難97660801 

★商エ費 	807,853 (340,636) 

	

者
4-鱗 > 灘「二 	449,842

219, 4964,350 

	

★衛生費 	784,081 (790,136) 

	

一一 山“ 	・公立金木病院組合負担金 	315,841 

鵬響：鷺
IJ'tj3pr,J, p 膏料金対策95,346

66.693 

	

'Wr' 	’西北五環境整備事務組合負担金 

	

& 	 65.980 

★総務費 	684,163 (654,775) 
IP動・ 	・地方バス路線維持費 	7,670 

監●き麟鷺轟難ffFll 	5,97。1CM-*4 	 1,000 

★土木費 	498, 397 (478,731) 

糾
I欝麟；整器備t舞 

	

★教育費 	481,509 (458,305) 
,％ 	。 	・’ 	・嘉瀬小学校大規模改造事業 54,076 
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咲瓦舞も、 
★農林水産業費 453,106 (555,936) 

．上血“ 	’ふるさと林道緊急整備事業 

畷 	・緊急生産調整推進対策事業慧 
町、、鼻’ 	・水田麦・大豆等生産振興緊急対策 

“、“●■ 	事業 	 25,945 

★消防費 	318,269 (309,348) 

一 	 ’津軽北部広域事務組合負担金 

卿曲一肖防防災用車両購入 29l8215 

★その他 	882,182 (872,154) 

過去10年間の当初予算額 

年度 当 初 予 算 額 

2 37億 1,317万円 

3 38億 	247万円 

4 40億3,478万円 

5 40億4,096万円 

6 49億1,514万円 

7 49億 	825万円 

8 54億 6, 	242万円 

9 52億 	860万円 

m
  

54億 1,727万円 

11 59億2,339万円 

特 別 会 計 
（単位：千円） 

国民健康保険特別会計 1,255,595 

老人保健特別 会計 1,086,763 

農業集落排水事業特別会計 116, 784 

水 道 事 業 会 計 303, 443 

町民 人当たり納める税額 
（単位】円） 

町 民 税 21, 878 

固 定 資 産 税 27,455 

軽 自 動 車 税 1,427 

町 た ば こ 税 6,036 

計 56, 796 

※ 1人当たりの金額は、 2月末現在の町の人口 

12,233人で計算したものです。 
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金
木
町

老
人
デ

イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン

タ
ー
が

三
月
下

旬
に
完

成
し
、

四
月
一
日
か

ら
業
務
を

開
始
し

ま
し

た
。

ニ
＋
一

世
紀
を

目
前

に
控
え
、

年

々
お
年
寄
り
が

増
加
す

る
中
で
、

介
護

を
必
要
と
す

る
方
や
障

害
者
の

方
が

安
心
し

て
入
浴
、

食
事
、

機
能

訓
練

な
ど

総
合
的
な

福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

ら
れ

る
施
設
で
す
。
 

ー
、
、
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
 

川
倉
地
区
に
あ
る
中
央
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
隣
の
約
九
千
五
百
平
方

メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
建
設
さ
れ
、
 

総
床
面
積
は
約
六
百
二
十
平
方
メ
 

ー
ト
ル
。
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

平
屋
建
て
、
事
業
費
は
約
二
億
一
一

千
七
百
万
円
。
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
在
宅
介
護
支
援
事
業
、
 

家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
の
機
能
を

一
体
化
さ
せ
た
施
設
で
す
。
外
観

に
は
ヒ
バ
材
を
多
用
し
、
利
用
さ

れ
る
方
に
と
っ
て
、
ぬ
く
も
り
と

優
し
さ
が
伝
わ
る
造
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

金
木
町
の
高
齢
化
率

（
六十
五

歳
以
上
の
人
口
／
総
人
ロ
）
は
五

年
ご
と
の
国
勢
調
査
の
結
果
、
昭

和
五
十
五
年
に
初
め
て
一
〇
％
台
 

（
一
一
・
三
％
）
に達
し
、
以
後
の

調
査
で
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
 

平
成
七
年
に
は
二
一

・
〇
％
、
今

年
二
月
末
現
在
で
は
総
人
口

一
万

二
千
二
百
三
十
三
人
に
対
し
、
六

十
五
歳
以
上
は
二
千
八
百
十
人
、
 

高
齢
化
率
は
二
二
・
九
％
。
平
成
 
 

十
七
年
に
は
推
定
人
口
が

一
万
一

千
人
、
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
お

年
寄
り
が
二
千
九
百
人
と
推
定
さ

れ
、
高
齢
化
率
は
二
六

・
四
％
で

着
実
に
上
昇
す
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
全
町
民
の
五
人
に

一
人
の

割
合
か
ら
四
人
に

一
人
、
や
が
て

は
三
人
に

一
人
の
割
合
へ
と
な
っ

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

必
然
的
に
寝
た
き
り
老
人
や
痴
ほ

う
性
老
人
な
ど
要
介
護
老
人
が
増

え
る
こ
と
で
介
護
を
行
う
場
合
、
 

仕
事
を
持
つ
家
族
の
人
た
ち
に
支

障
を
来
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
こ
と
も
踏
ま
え
、
 

安
心
な
老
後
を
送
ら
れ
る
よ
う
、
 

一
定
の
障
害
者
の
方
が
気
軽
に
利

用
で
き
る
施
設
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
す
。
ま
た
、
来
年
四

月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
制
度
に

向
け
て
、
こ
の
施
設
が
中
心
的
役

割
を
果
た
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
 

一
方
で
、
今
現
在
は
要
介
護
老

人
が
全
体
の
約
一
・
四
％
と
数
字

的
に
は
、
は
る
か
に
多
く
の
元
気

な
お
年
寄
り
が
い
る
の
も
事
実
で
 
 

す
。
し
か
し
介
護
問
題
は
「
す
る

側
」
「さ
れ
る
側
」
双
方
だ
け
に
限

ら
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
切
実
に

訪
れ
る
自
分
自
身
の
問
題
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
今

一
度
、
考
え
直

し
て
み
た
い
も
の
で
す
。
 

ま
た
、
こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
居
住
部
門
を
併
設
さ
せ

た
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

年
度
内
に
建
設
さ
れ
ま
す
。
介
護

を
必
要
と
し
な
い
な
が
ら
も
、
冬

期
間
な
ど
の
一
定
期
間
、
独
立
し

て
生
活
す
る
こ
と
に
不
安
を
抱
え

る
独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
皆

さ
ん
が
、
自
炊
し
な
が
ら
安
心
し

て
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。
 

⑨
通
所
、
そ
の
他
に
関
す
る
 

問
い
合
わ
せ
先
 

●

健
康
福
祉
課
 

（
保
健セ
ン
タ
ー
内
）
 

丑
五
一一
一ー
一
一
一
 
一
 
一
 

ま
た
は
、
 

●

金
木
町
老
人
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
 

容
五
四
ー
一

O
五
一
 

(
 

、
 
ン
 

r
 



金
木
町

老
人
デ

イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン

タ
ー
が

三
月
下

旬
に
完

成
し
、

四
月
一
日
か

ら
業
務
を

開
始
し

ま
し

た
。

ニ
＋
一

世
紀
を

目
前

に
控
え
、

年

々
お
年
寄
り
が

増
加
す

る
中
で
、

介
護

を
必
要
と
す

る
方
や
障

害
者
の

方
が

安
心
し

て
入
浴
、

食
事
、

機
能

訓
練

な
ど

総
合
的
な

福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

ら
れ

る
施
設
で
す
。
 

ー
、
、
 

広報かなぎ（4) 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
 

川
倉
地
区
に
あ
る
中
央
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
隣
の
約
九
千
五
百
平
方

メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
建
設
さ
れ
、
 

総
床
面
積
は
約
六
百
二
十
平
方
メ
 

ー
ト
ル
。
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

平
屋
建
て
、
事
業
費
は
約
二
億
一
一

千
七
百
万
円
。
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
在
宅
介
護
支
援
事
業
、
 

家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
の
機
能
を

一
体
化
さ
せ
た
施
設
で
す
。
外
観

に
は
ヒ
バ
材
を
多
用
し
、
利
用
さ

れ
る
方
に
と
っ
て
、
ぬ
く
も
り
と

優
し
さ
が
伝
わ
る
造
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

金
木
町
の
高
齢
化
率

（
六十
五

歳
以
上
の
人
口
／
総
人
ロ
）
は
五

年
ご
と
の
国
勢
調
査
の
結
果
、
昭

和
五
十
五
年
に
初
め
て
一
〇
％
台
 

（
一
一
・
三
％
）
に達
し
、
以
後
の

調
査
で
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
 

平
成
七
年
に
は
二
一

・
〇
％
、
今

年
二
月
末
現
在
で
は
総
人
口

一
万

二
千
二
百
三
十
三
人
に
対
し
、
六

十
五
歳
以
上
は
二
千
八
百
十
人
、
 

高
齢
化
率
は
二
二
・
九
％
。
平
成
 
 

十
七
年
に
は
推
定
人
口
が

一
万
一

千
人
、
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
お

年
寄
り
が
二
千
九
百
人
と
推
定
さ

れ
、
高
齢
化
率
は
二
六

・
四
％
で

着
実
に
上
昇
す
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
全
町
民
の
五
人
に

一
人
の

割
合
か
ら
四
人
に

一
人
、
や
が
て

は
三
人
に

一
人
の
割
合
へ
と
な
っ

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

必
然
的
に
寝
た
き
り
老
人
や
痴
ほ

う
性
老
人
な
ど
要
介
護
老
人
が
増

え
る
こ
と
で
介
護
を
行
う
場
合
、
 

仕
事
を
持
つ
家
族
の
人
た
ち
に
支

障
を
来
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
こ
と
も
踏
ま
え
、
 

安
心
な
老
後
を
送
ら
れ
る
よ
う
、
 

一
定
の
障
害
者
の
方
が
気
軽
に
利

用
で
き
る
施
設
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
す
。
ま
た
、
来
年
四

月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
制
度
に

向
け
て
、
こ
の
施
設
が
中
心
的
役

割
を
果
た
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
 

一
方
で
、
今
現
在
は
要
介
護
老

人
が
全
体
の
約
一
・
四
％
と
数
字

的
に
は
、
は
る
か
に
多
く
の
元
気

な
お
年
寄
り
が
い
る
の
も
事
実
で
 
 

す
。
し
か
し
介
護
問
題
は
「
す
る

側
」
「さ
れ
る
側
」
双
方
だ
け
に
限

ら
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
切
実
に

訪
れ
る
自
分
自
身
の
問
題
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
今

一
度
、
考
え
直

し
て
み
た
い
も
の
で
す
。
 

ま
た
、
こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
居
住
部
門
を
併
設
さ
せ

た
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

年
度
内
に
建
設
さ
れ
ま
す
。
介
護

を
必
要
と
し
な
い
な
が
ら
も
、
冬

期
間
な
ど
の
一
定
期
間
、
独
立
し

て
生
活
す
る
こ
と
に
不
安
を
抱
え

る
独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
皆

さ
ん
が
、
自
炊
し
な
が
ら
安
心
し

て
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。
 

⑨
通
所
、
そ
の
他
に
関
す
る
 

問
い
合
わ
せ
先
 

●

健
康
福
祉
課
 

（
保
健セ
ン
タ
ー
内
）
 

丑
五
一一
一ー
一
一
一
 
一
 
一
 

ま
た
は
、
 

●

金
木
町
老
人
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
 

容
五
四
ー
一

O
五
一
 

(
 

、
 
ン
 

r
 



平成10年度 

金木町褒賞 
34人・1団体受賞 

太宰治記念館「斜陽館」10万人突破 

平
成
十
年
度
金
木
町
褒
賞
授
与

式
が
三
月
二
十
九
日
、
役
場
大
会

議
室
で
行
わ
れ
、
各
分
野
で
活
躍

し
町
発
展
に
貢
献
し
た
一
団
体
と

三
十
四
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

授
与
式
で
は
鳴
海
町
長
が
「
献
身

的
に
町
発
展
の
た
め
、
頑
張
っ
て

い
る
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。
今

後
も
豊
富
な
識
見
と
経
験
を
生
か

し
、各
方
面
で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
」
 

と
式
辞
。
こ
の
後
、
功
労
者
一
人

ひ
と
り
に
褒
賞
状
と
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
、
最
後
に
受
賞
者
を
代
表

し
て
秋
谷
正
義
さ
ん

（林
町
）
が
 

「栄
誉
あ
る
褒
賞
を
受
賞
し
、
身

に
余
る
光
栄
で
す
。
今
後
も
町
発

展
の
た
め
尽
力
す
る
覚
悟
で
す
」
 
 

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
 

（
敬
称
略）
 

＠
自
治
功
労
褒
賞
 

一
 
褒
賞
規則
第
三
条
第
三
号

秋
谷
正
義
（
農
業委
員
の
功
労
）
 

ニ
 
褒
賞
規
則
第
一愛
恋
弔
六
号

角
田
正
男
 

（
行政
協
力
委
員
の
功
労
）
 

鎌
田
善
光
 

（
同）
 

花
田
柾
五
郎
 

（
同）
 

＠
特
別
功
労
褒
賞
 

三
 
褒
賞
規
則
第
四
条
第
一
号

白
川
典
助
（
体育
振
興
の
功
労
）
 

棟
方
正
一
 

（
職業
訓
練
指
導
の
功
労
）
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
三
号

小
野
正
文
（
交
通
安
全の
功
労
）
 

其
田
和
仁
 

（
同）
 

西
村
昭
八
 

（
防
犯の
功
労
）
 

蒔
田
む
ら
づ
く
り
推
進
協
議
会
 

（
農業
の
功
労
）
 

原
田
 
僚
 

（
同）
 

中
谷
 
肇
（
転
作
組合
の
功
労
）
 

長
内
政
築
 

（同
）
 

木
下
伊
佐
太
郎
 

（
同）
 

桑
田
直
治
 

（
同）
 

秋
元
秀
樹
 

（
同）
 

米
谷
甚
九
郎
（
林
業
の
功
労
）
 

伊
藤
清
慈
 

（同
）
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
四
号

松
尾
志
郎
 
（
献
血
協
力
者
）
 

柏
谷
昌
利
 

（
同）
 

松
山
昌
史
 

（
同）
 

須
崎
由
美
（
保
護
司
の
功
労
）
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
五
号

三

H
光
弘
（納
税
組
合
の
功
労
）
 

田
中
光
治
 

（
同）
 

石
戸
谷
冨
雄
 

（
同）
 

津
田
嘉
昭
 

（
同）
 

泉
谷
金
一
郎
 

（
同）
 

成
田
好
隆
 

（
同）
 

山
中
 
将
 

（
同）
 

秋
元
幸
之
進
 

（
同）
 

松
川
平
次
郎
 

（
同）
 

今
 
正
志
 

（
同）
 

中
村
園
家
 

（
同）
 

宮
崎
や
裏
 

（
同）
 

木
立
久
雄
 

（同
）
 

●

鳴
海
町
長
か
ら
斜
陽
館
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
写
真
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
た
小
田
桐
さ
ん
 

ト
「
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
 

振
興
券
を
受
け
取
る
小
松
さ
ん
 

太宰治記念館「斜陽館」として、昨年 4 月17日
にオープンした同館の有料入館者が 3 月22日、10 
万人を突破し、館内で記念セレモニーが行われま

した。 

10万人目の入館者となったのは五所川原市の小

田桐有貴雅さん。函館市から来た奥さんの両親と

一緒に 4 人で訪れ、最後尾で入館したところ幸運

にも記念入館者となりました。 

41.li4=l +L 自嗣出プにI→.有効期間 
’じン’啄 jij- ジ七ソT .$._ I J 9月26日まで 

地域の活性化を狙いに支給された地域振興券の

交付が 3月27日、町内 3 カ所で行われました。 

このうち嘉瀬公民館では鳴海町長が、一番最初

に交付された小松テルさん（68歳・上新町）に直

接、振興券を手渡しました。夫の分と合わせ4万
円分を受け取った小松さんは「大変助かります。 

振興券は、米や魚など食料費につかわせてもらい

ます」と早速、商店に向かいました。 

広報かなぎ（6) 
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水道課 

光

男
律
子
祐

義

久
義
太
ポ
知
日
 

美
 

山
長
 
海
 

杉

福
今

鳴
今
 

長
融

佐
事

員

謀
蹄
補
，
王
技
 

税 務 課 健康福祉課 保健センター 町 民 課 会 計 課 

課長 木村 勇健 課長 福井 定治 総括補佐泉谷 道久 課長 白川 	貢 課長 小野賢一郎 

総括補佐秋元 亮悦 総括補佐黒滝 京子 補佐 中村 武治 指導監前多 栄子 補佐 鳴海 八嘉 

補佐 原田 政彦 係長 秋元 建一 今 	勝照 総括補佐吉田 フッ 主任主査伊藤 貞子 

係長 田中 逸雄 白川 博範 係長 福士 	豊 成田 良逸 ク 	石戸谷せっ子 

吉田 秋蔵 主事 浅利 寿夫 主事 今 	秋吾 主幹 白川 	敬 

今 	重彦 加賀谷 尚 白川 彰吾 大橋 久美 

主任主査成田真理子 中谷 桂子 主任保婦秋元 淳子 ク 	桑田 康子 

今 ひとみ 浜田 優子 小山内睦子 ク 	山中 喜弘 

小野 光子 技員 桜庭 	― 越 和賀奈 係長 原田 春彦 

主事 西村 長幸 鶴賀 寿代 主任主査古川 絹子 

前田 孝樹 保婦 山口 美香 門間 裕子 

三橋 	諭 中央福祉センタ― 白川恵里子 

所長 （福井定治） 主事 山中和香子 

. 
1 
階 

総 務 課 選挙管理委員会 

（事務局） 
局長 （今 寿生） 

主査 田中留美子 

つがる西北五広域連合 

主査 白川 昌利 

農業委員会 
（事務局） 

課
 

林
 

農
 

課
 

設
 

建
 博

融
穆

●
誠
結
勲

群
軒
虹
均

結
鵬
鏡

ト

融
好
確
 

恵
 

妙

論
躯
帖
概

慨
師
瞬

馴
加
鶴
畔
疎
新

胡
蝕
穣
 

轟
讐
轟
島

轟

讐
胆
 

勤
務

妃
悟

鏡

研
畔
司

瞬
実

諺
 

崎
藤
田
中
谷
井

山
村
下

尾
川

宮
斉

桑
田
中

福
寺
西
木

長
古
 

轟

臨
ク
無
携
ク
ク

ク
 

調

酔
娼

砿
 

讐
纂
 

脹
娠
ク
携
 

線
讐
会
琴
ク
ク
掻
ザ
 

誠
郎

光
志
子

一
 
一博
弘
一
渉

紀

力
弘
剛

悦
洋

陽
 
委
文
 

正

内
 

藤
中

崎
里
一
谷
山
部
田

谷
谷

口
村

伊

畑
吉
目
泉
小

阿

原
中
中
川
秋
 

金木小学校 

信
子
子

子
栄

勝
愛
加

り
定
 

千
ゆ
 

川
田

藤
松
山

白

原
工

小

横
 

服
韻
ク
 
ク
銀
 

I 	
 

平成11年度 金木町職員配置図 
町長 鳴 海 義男 助役 角 田 昭 次 教育長 成 田 勝義 

◆
2
階
 

◆
3
階

・4
階
・出
先
 

主任保婦 

＝主任保健婦 

保婦＝保健婦 

技員＝技能員 

労員＝労務員 

用員＝用務員 

調師＝調理師 

調員＝調理員 

総括主保 

＝総括主任保士 

教育委員会 
（事務局） 

太宰治記念館 企画観光課 議 	会 
（事務局） 館長 神島 俊治 課

長
 
石
戸
谷
鏡
治
 

総
括
補
佐
山
口
 
信
保
 

補
佐
 
秋
谷
 
修
二
 

掛
琴
ザ
 

畑
販

細
鶴

勧

好
競
朗
誘

評
 

教育次長伊藤 国博 

	

総括補佐沢田 	守 

補佐 伊丸岡すみ 

	

山中 	均 
主幹 奈良 健司

主査 竹内 拓入

主事 小山内順也 

古川 純ー 

海洋センタ― 局長 中野
主任主査山口 

博之

幸子 所長 （伊藤国博） 

技員 岡田 健児 
民俗資料館 

館長 （伊藤国博） 

ー般廃棄物処分場 
係長 今 

伊藤 光俊 

中央公民館 嘉瀬公民館 第 1 保育所 第 2 保育所 第 3 保育所 第 4 保育所 
館長 田中 	馨 館長 （田中 馨） 所長 前田 	晃 所長 山崎 紘二 所長 （木田昭二） 所長 木田 昭二 

補佐 角田 諭留 農業者トレセン 指導監中谷 弘子 総括主保杉山倭文子 総括主保外崎 啓子 総括主保山中 光子 
主幹 津島 友子 館長 （田中 馨） 主任保士山田 恵子 主任保士舛甚イエ子 主任保士田中 照子 主任保士山田伊津子 

技員 柏谷 昌利 高橋 律子 保士 成田 久子 保士 白川恵久子 ク 	秋田 千幸 

大学 恵子

保士 菊池希久子 
ク 	成田ゆかり 

ク 	沢田 智代 
ク 	藤本まっ子

用員 松尾 久子 

山
中
 
弘
恵
 

る
 

h
J引
 

調用
 
師

員
 
白
今
 
子
子
 

用員 伊丸岡紀子 

用員 原田 裕美 調師 阿部 きせ 

川倉小学校 嘉瀬小学校 喜良市小学校 金木中学校 金木南中学校 

調員 山中ふみ子 用員 大橋 信政 用員 木村 清忠 用員 松川 幸憲 用員 鳴海 幸憲 

調員 白川陸奥子 調員 高橋 セコ 調員 白川留美子 調員 小松ョシ子 

川山ケイ子 奈良ノリ子 ク 大橋 啓子 
神成 友子 
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宰

を
し

の
ぶ
⑩
 

7

太

宰
治
 

生
家
の
正
面
玄
関
か
ら
入
っ
て

左
側
は
、
旅
館
時
代
に
は
下
足
置

き
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

下
足
置
き
場
の
裏
側
は
、
八
畳
ほ

ど
の
洋
風
の
部
屋
に
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
鉄
格
子
を
は
め
込

ん
だ
窓
枠
が
入
れ
ら
れ
、
カ
ウ
ン

タ
ー
が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
～」
 

の
洋
室
を
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
は
 

「銀
行
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
 

今
回
は
、
「津
島
家
と
銀
行
」
に
つ

い
て
ま
と
め
町
豚
は
吃
 

「
金
木
傭
鰍
絵
図
」
 

大
正
七
年
に
、
太
宰
さ
ん
の
父

源
右
衛
門
氏
が
、
東
京
芝
愛
宕
町

の
東
京
図
鑑
社
に
「
金
木
案
内
傭

鰍
絵
図
」
を
描
か
せ
て
い
ま
す
。
 

「村
役
場
賛
助
」
と
書
か
れ
た
定

価
十
銭
の
こ
の
絵
図
に
は
、
津
島

家
を
中
心
に
据
え
、
そ
の
真
向
か

い
に
「
金
木
銀
行
」
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
傭
鰍
絵
図
に
よ

っ
て
金
木
銀
行
の
場
所
が
明
確
で

す
。
ま
た
野
呂
郁
三
さ
ん
が
、
「太

宰
を
知
る
会
」
に
資
料
と
し
て
提

示
し
た
概
略
図
に
も
、
現
在
の
青

森
銀
行
金
木
支
店
駐
車
場
あ
た
り

が

「金
木
銀
行
」
跡
で
あ
っ
た
と

実
証
し
て
い
ま
す
。
 

「
金
木
銀
行
」
設
立
 

生
家
真
向
か
い
に
あ
っ
た
 
「金

木
銀
行
」
は
、
い
つ
ご
ろ
設
立
さ

れ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
…
。
 「青

森
銀
行
史
」
（
昭和
四
三
・
九
）
に

は
、
「金
木
銀
行
」
の
こ
と
が
詳
細

に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
 

「
ふ
る
さ
と
の
あ
ゆ
み
北

津
軽
」
（
昭和
五
六
・
一
O
)
 

に
は
、
金
木
銀
行
の
古
い

写
真
が
二
枚
解
説
つ
き
で

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
り

ま
す
と
、
「金
木
銀
行
」
は
、
 

い
ま
か
ら
百
二
年
前
の
明

治
三
十
年
七
月
二
十
七
日

に
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
 
「金
木
銀
行
」
は
、
 

同
地
方
の
大
地
主
で
あ
り
、
 

名
望
家
で
あ
る
北
津
軽
郡

金
木
村
津
島
源
右
衛
門
と
、
 

そ
の
一
族
に
て
創
立
さ
れ
た
と
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
三
十
一
年

に
は
、
中
里
村
古
川
市
三
郎
お
よ

び
車
力
村
鳴
海
廉
之
助
ら
が
参
加

し
、
資
本
総
額
二
万
円
。
さ
ら
に
、
 

同
四
十
年
八
月
資
本
金
一
万
円
増

加
し
三
万
円
と
な
り
、
同
四
十
一
一

年
七
月
二
万
円
増
加
し
五
万
円
と
 
 

金
木
町
太
宰
会
々
長
 

木
 
下
 
巽
 

な
っ
て
い
ま
す
。
発
足
当
時
の
組

織
は
「
合
資
会
社
金
木
銀
行
」
と

し
、
そ
の
後
大
正
八
年
三
月
に
 

「株
式
会
社
金
木
銀
行
」
と
変
更
さ

れ
て
い
ま
す
。
初
代
頭
取
は
創
立

者
で
あ
る
津
島
源
右
衛
門
が
、
そ

の
死
亡
時
の
大
正
十
二
年
三
月
四

日
ま
で
つ
と
め
、
津
島
文
治
に
代
 

わ
っ
て
い
ま
す
。
 昭
和
八
年
以
降

は
資
本
金
を
五
十
万
円
に
増
加
し
、
 

二
代
目
頭
取
津
島
文
治
は
解
散
前

年
、
昭
和
十
二
年
五
月
に
辞
任
し

て
い
ま
す
。
 

こ
の
 
「
金木
銀
行
」
は
明
治

1
1
1
 

十
年
に
創
業
以
来
、
約
四
十
数
年

間
に
わ
た
っ
て
順
調
な
経
営
を
続
 
 

け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
局

の
進
展
に
つ
れ
、
農
村
地
帯
の
小

規
模
銀
行
の
存
在
は
、
政
策
上
で

も
、
ま
た
経
営
上
で
も
困
難
に
な

り
、
昭
和
十
三
年
八
月
十
一
日
に
 

「第
五
十
九
銀
行
」
 
に買
収
さ
れ

ま
す
。
 

以
上
の
記
録
で
わ
か
る
こ
と
は
、
 

津
島
邸
が
新
築
さ
れ
る
十
年
前
に
 

「
合資
会
社
金
木
銀
行
」
が
津
島

家
の
真
向
か
い
に
設
立
さ
れ
て
い

た
こ
と
で
す
。
太
宰
さ
ん
が
生
ま

れ
た
こ
ろ
の
津
島
家
は
、
県
下
で

も
屈
指
の
大
地
主
で
、
多
額
納
税

者
で
あ
り
、
併
せ
て
こ
の
地
方
の

経
済
の
実
権
を
握
る
金
木
銀
行
の

経
営
者
と
し
て
銀
行
業
務
を
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
明
治
四
十
年
に
新
築
さ
れ

た
、
邸
宅
内
の
 
「銀
行
跡
」
説
は

再
考
を
要
す
る
と
考
え
る
も
の
で

す
。
 「

ア
ヤ
の
証
言
」
 

そ
れ
で
は
、
こ
の
洋
風
の
部
屋

は
何
に
使
わ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。
『回
想
の
太
宰
治
」
（
津
島

美
知
子
著
・
平
成
九
）
の
中
に
、
 

ア
ヤ
こ
と
中
西
信
吉
さ
ん
が
、
一」
 

の
部
屋
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
ま
す
。
 〈
津島
家
の
玄
関

大
戸
は
開
け
放
し
で
外
が
暗
く
な

る
と
閉
め
て
、
く
ぐ
り
戸
か
ら
出

入
り
し
ま
す
。
大
戸
を
入
る
と
左
 

み
せ
 

カ
ウ
ン

タ
ー
 

手
は
「
店
」
 
で
、勘
定
台
ま
で
履

物
を
は
い
た
ま
ま
ふ
み
こ
め
る
よ

う
に
タ
タ
キ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

小
作
人
が
帳
場
さ
ん
と
話
が
あ
る

と
き
は
こ
こ
へ
く
る
の
で
す
。
店

の
向
か
い
は
八
畳
の
離
れ
で
、
旦

那
が
留
守
に
な
る
と
あ
と
女
子
供

だ
け
で
不
用
心
だ
か
ら
表
で
何
が

起
こ
っ
て
も
す
ぐ
判
る
こ
の
部
屋

に
ア
ヤ
が
泊
ま
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

…
〉
 

こ
の
記
述
の
中
に
、

部
屋
を
 

「店
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
注

目
し
た
い
の
で
す
。
最
盛
期
に
は
、
 

三
百
人
近
い
小
作
人
が
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
か
ら
、
小
作
人
と
帳

場
さ
ん
と
話
し
合
い
の
場
が
、
こ

の
店
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

時
の
推
移
に
よ
っ
て
、
利
用
の

仕
方
や
帳
場
に
も
変
化
が
あ
り
流

動
的
な
面
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
 

中
西
信
吉
さ
ん
の
語
り
と
、
そ
の

記
述
に
は
信
ぴ
ょ
う
性
が
あ
り
ま

す
。
 

さ
ら
に
 
「金
木
銀
行
」
以
前
の

経
緯
と
背
景
は
、
明
治
三
年
の
 

「帰
農
政
策
」
ま
で
さ
か
の
ぽ
り

ま
す
。
「献
田
」
と
「
家
業
願
済
」
 

に
よ
る
「
金
貸
業
」
 
の
許可
鑑
札
。
 

「対
馬
商
工
」
と
し
て
、
津
島
家

膨
張
の
基
盤
を
築
い
た
曾
祖
父
惣

助
の
存
在
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
で
す
。
 

▲銀行跡というよりも、小作人たちとの交
渉の場所であったのではないかと思われる 

広報かなぎ（8) 
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(
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
流
行
の
様
相

は
と
て
も
特
徴
的
で
、
あ
る
時
期
に

あ
ら
ゆ
る
年
齢
階
層
の
人
々
の
間
に

蔓
延
し
、
比
較
的
短
時
間
で
そ
の
姿

を
消
し
て
い
き
ま
す
。
 

今
年
度
金
木
地
域
で
は
三
月
中
旬

よ
り
そ
の
流
行
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
 

今
回
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

小
児
科
領
域
を
中
心
に
述
べ
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

1
 
病
原
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
感
染
症
で
、
 

ウ
イ
ル
ス
に
A

、
B
、
C
の
三
つ
の

型
が
あ
り
、
さ
ら
に
A
型
は
い
く
つ

か
の
亜
型
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
流
行
を
起
こ
し
て
関
心
の
的

に
な
る
の
は
A
型
で
、
B
型
も
小
流

行
が
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
A
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

大
き
な
変
異
を
十
年
か
ら
四
十
年
に

一
度
生
じ
、
そ
れ
が
新
型
と
な
っ
て

大
流
行
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

一
九
九
七
年
、
香
港
で
三
歳
の

男
児
が
死
亡
し
た
際
に
騒
が
れ
た
の

は
こ
の
た
め
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ

大
流
行
す
る
兆
し
は
な
い
よ
う
で
す
。
 小

児
科
 
佐
々
木
 
伸
也
 

感
染
経
路
は
鼻
、
口
を
通
し
て
で
、
 

こ
こ
に
ウ
イ
ル
ス
を
直
接
吸
入
す
る

か
、
あ
る
い
は
器
物
の
表
面
か
ら
間

接
的
に
摂
取
感
染
し
ま
す
。
よ
っ
て

予
防
す
る
た
め
に
、
マ
ス
ク
を
す
る
、
 

う
が
い
を
す
る
、
近
く
に
行
か
な
い
、
 

と
い
う
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い
ま

す
。
潜
伏
期
は
二
十
四
時
間
か
ら
四

十
八
時
間
で
す
。
 

2
 
症
状
 

初
期
】
上
気
道
症
状
と
し
て
咽
頭
痛
、
 

乾
燥
感
、
空
咳
、
鼻
汁
。
全
身
症
状

と
し
て
上
気
道
症
状
か
ら
半
日
、
一

日
遅
れ
て
頭
痛
、
発
熱
、
全
身
倦
怠
、
 

悪
寒
、
吐
き
気
、
食
欲
不
振
、
関
節

痛
、
筋
肉
痛
、
腰
背
部
痛
な
ど
。
 

極
期
【
高
熱

（
三
八、
四
〇
で
）
頭

痛
、
全
身
倦
怠
、
筋
肉
痛
、
く
し
ゃ

み
、
食
欲
不
振
、
空
咳
、
唖
吐
、
鼻

汁
、
無
気
力
な
ど
が
三
、
五
日
ほ
ど
。
 

ま
た
発
熱
は

一
旦
下
降
し
再
び
上
昇

す
る
、
い
わ
ゆ
る
二
峰
性
の
発
熱
を

示
す
場
合
が
約
半
数
。
発
熱
時
間
は

長
い
と
一
週
間
に
も
な
り
ま
す
。
 

回
復
期
】
疾
の
絡
ん
だ
咳
が

一
時
強

く
な
り
、
く
し
ゃ
み
、
鼻
汁
、
無
気

力
な
ど
が
数
日
続
き
快
方
に
向
か
い
 
 

ま
す
。
 

体
力
の
低
下
し
た
状
態
は
解
熱
後

数
日
続
き
ま
す
。
病
み
上
が
り
は
体

力
の
回
復
を
待
ち
た
い
も
の
で
す
。
 

ち
な
み
に
学
校
保
健
法
で
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
出
席
停
止
期
間
（
欠
席

扱
い
に
は
な
り
ま
せ
ん
）
は
解
熱
後

二
日
ま
で
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

合
併
症
】
小
児
科
で
日
常
的
な
も
の

で
は
中
耳
炎
、副
鼻
腔
炎
（
蓄膿
症
）
、
 

気
管
支
炎
、肺
炎
、
端
息
の
悪
化
な
ど
。
 

熱
性
け
い
れ
ん
を
起
こ
す
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
。
け
い
れ
ん
の
対
処
の

仕
方
は
本
誌
一
九
九
七
年
大
月
号
に

あ
り
ま
す
。
注
意
す
べ
き
も
の
に
は

緋
腹
筋
炎
が
あ
り
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の

痛
み
、
歩
行
困
難
、
立
っ
て
も
爪
先

立
ち
と
な
り
ま
す
。
 こ
れ
ら
が
出
現

し
た
ら
病
院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
 

そ
し
て
最
も
重
篤
な
合
併
症
は
脳
症

で
す
が
、
こ
れ
は
後
述
し
ま
す
。
 

3
 
発
症
後
の
対
策
 

基
本
的
に
対
症
療
法
と
な
り
ま
す
。
 

安
静
、
水
分
摂
取
（
無
理
に
食
べ
さ

せ
ず
と
も
よ
く
、
糖
分
を
含
ん
だ
水

分
中
心
で
よ
い
）
、
 快
適
な
温
度
環

境
（
寒
が
っ
て
発
熱
し
そ
う
で
あ
れ
 
 

ば
保
温
す
る
、
熱
が
上
昇
し
き
っ
て

手
足
の
冷
感
が
と
れ
、
暑
が
っ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
ま
ず
は
脇
の
下
、
足

の
付
け
根
、首
な
ど
で
ク
ー
リ
ン
グ
）
 

に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
消
耗
の
程

度
が
強
い
よ
う
で
あ
れ
ば
熱
が
上
昇

し
き
っ
た
後
に
使
用
法
を
守
っ

て
 

（
でき
れ
ば
最
小
限
に
）
解
熱
剤
使

用
可
で
す
。
 こ
れ
ら
は
一
般
的
な
発

熱
の
対
処
の
方
法
と
何
ら
変
わ
り
ま

せ
ん
。
初
期
で
も
ス
ト
レ
ス
の
か
か

り
か
た
が
強
い
と
か
、
四
、
五
日
発

熱
が
続
く
、
咳
、
腹
痛
な
ど
の
症
状

が
強
い
場
合
な
ど
は
病
院
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
熱
は
高
く
長
い
た
め

看
病
し
て
い
る
側
と
し
て
は
焦
り
が

ち
で
す
が
、
根
気
よ
く
解
熱
を
待
っ

て
く
だ
さ
い
。
 

昨
年
、
治
療
薬
と
し
て
ア
マ
ン
タ

ジ
ン
と
い
う
薬
が
認
可
さ
れ
、
使
用

さ
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
確
か
に
感

染
防
止
効
果
、
発
病
防
止
効
果
は
あ

る
よ
う
で
す
が
、
二
と
ニ
日
の
う
ち

に
耐
性
ウ
イ
ル
ス
を
発
現
さ
せ
や
す

い
こ
と
、
も
と
も
と
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
の
治
療
薬
の
た
め
副
作
用
の
点
か

ら
小
児
に
は
い
ま
の
と
こ
ろ
積
極
的

に
処
方
し
に
く
い
こ
と
な
ど
が
問
題

で
す
。
 

4
 
脳
症
に
つ
い
て
 

最
近
耳
に
す
る
機
会
も
多
く
な
っ

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
で

ま
れ
に
見
ら
れ
る
小
児
で
最
も
重
篤

な
合
併
症
で
す
。
県
内
で
も
年
間
数

例
の
発
症
者
、
死
亡
者
が
い
る
も
の
 
 

と
思
わ
れ
ま
す
。
 

脳
症
の
症
状
は
激
烈
で
、
意
識
障

害
、
け
い
れ
ん
、
唱
吐
の
い
ず
れ
か

を
初
発
症
状
と
し
、
四
肢
硬
直
も
伴

う
こ
と
が
多
く
、
二
十
四
時
間
以
内

に
昏
睡
と
な
り
ま
す
。
緊
急
に
治
療

を
要
し
ま
す
が
、

堰
吐
、

傾
眠
、
 

（
熱性
）
け
い
れ
ん
は
脳
症
で
な
く

と
も
普
遍
的
に
生
じ
う
る
症
状
で
あ

り
、
そ
の
鑑
別
に
家
族
や
医
療
ス
タ

ッ
フ
も
苦
慮
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
 
「イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
し
て
初

診
の
段
階
で
脳
症
を
こ
れ
か
ら
発
症

す
る
か
ど
う
か
知
る
こ
と
は
不
可
能

で
す
。
 

た
だ
し
、
脳
症
の
ひ
と
つ
と
さ
れ

る
ラ
イ
（
R
e
y
e
）症
候
群
と
い
う

疾
患
は
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ
で
解
熱

剤
の
ー
つ
で
あ
る
ア
ス
ピ
リ
ン
を
使

用
し
た
小
児
に
高
率
に
発
生
す
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
て
お
り
、
現
在
日
本

に
お
い
て
も
小
児
科
領
域
で
の
ア
ス

ピ
リ
ン
の
使
用
は
川
崎
病
な
ど
の
特

殊
な
疾
患
を
除
い
て
特
に
発
熱
時
で

は
禁
忌
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ィ
症

候
群
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
時
の
脳
症

と
は
一
致
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
乳
幼
児
で
は
特
に
代
謝
な
ど

の
生
理
機
構
が
未
熟
で
あ
り
、
素
人

判
断
で
の
解
熱
剤
の
乱
用
は
感
心
し

ま
せ
ん
。
必
ず
決
め
ら
れ
た
用
法
と

容
量
を
守
り
、
ま
た
直
接
疾
患
を
治

す
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
熱
や
疾
患

を
遷
延
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
る
と
い

う
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。
 

金
木
病
院

力
ル
テ
⑤
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
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3月末現在 前年同月比 

男 5,820人 L 21人 

女 6,368人 △ 70人 

計 12, 188人 △ 91人 

世帯数 3,936 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所
を

有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な
い

方
は
町
民
課
窓
ロ
に
届
出
の
際

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

人

口
と
世
帯
 3 
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め 
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や
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う
ね
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り
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嵩会 
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健
康
で
優
し

い
子
に
育
っ
て
ほ
し
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（母
 
晴
美
よ
り
）
 
 

(
 

 

湧曾 

太た 

っ
て
ほ
し
い
（
父
 
敬
之
よ
り
）
 
 

健
康
で
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
育
 

欄
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w
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焦驚 
竜； 

輝き 

え
ー
 

（
祖父
 
勝
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ど
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ま
み
し
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お
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れ
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ー
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「
 

 

畝（孟 
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て
ほ
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祖
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